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秋田地方における山菜の栄養成分について

（第 2 報）
食品栄養科 宍
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秋田地方で山菜を食用化する量は年々増加の傾向を示

し農村部の各家庭で採集食用化する量も山菜加工の増加

と相まって相当量と目される。又山莱は野草の若葉，．若

茎であるので時期的に採集が限られているが食生活の食

糧資源確保には容易である関係上保存ということにも一

考するを要す。現在市場に出回っているもの！文十種類内

外であるが，県内の各地方ではその地方地方でだけ食用

亘って調査研究し栄食指導の必要性にむくいたい，野草

を食べるということは一見非常に野蛮に見えるがわれわ

れ人類が原始的生活を送っていた昔から行なわれて来た

ことであった。

著者ら昭和41年まで調査し化学分析した結果は表の通

りである（第一報に更にV.B1,V.B2を追加した。採取

地方は第一報と同じ）

化している山莱も数多いこれらの栄養分析も今後数年に

秋田地方山莱の成分分析表
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山菜は若葉若茎を食用化しているのでその成長時期に 4) 鉄分・アイコ，シドヶ，アザミ，ホソナ，二弓，

より含有成分量も多少は変化はあるがこの場合の山菜は ス・，ミッパ (100/1中20町以上）

市場で販売されているものについての含有量である。 5) ビクミンC・カクコ，ミズ，ミッペ，アイコ，ニラ

各成分の多いと認められたものについて記す。 (100/1中49町以上）

1) 蛋白質・アイコ，ホンナ，シドケ， ニラ (100/1中 6) ビクミンB1・ホ｀ノナ，カクコ，アイコ (1()()g中

2.4/l以上） 0.08町以上）

2) 脂質・ニラ，アザミ，カクコ，ミズ (100/1中0) 7) ビクミンB1・ワラビ，ニラ，アザミ，ァイコ

3) カルシウム・アイコ，アザミ，ミッパ，ホンナ， ミ (100/1中0.25mg以上）

ズ (loog中 70叩以上）


